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Ⅳ 見直し結果 

 

１ 概要 

（１）選定状況 

   淡水魚類は、絶滅１種、絶滅危惧Ⅰ類４種、絶滅危惧Ⅱ類 13 種、準絶滅危惧９

種、地域個体群６種、合計 33 種を選定した。 

   大型水生甲殻類は、絶滅危惧Ⅱ類３種、準絶滅危惧５種を選定した。 

 

（２）レッドデータブックにいがた（２００１）との比較 

   淡水魚類では、絶滅は変化がなく、絶滅危惧Ⅰ類はカテゴリー変更（２種増）と

新規選定１種、種の統合による削除１種で２種増、絶滅危惧Ⅱ類はカテゴリー変更

（９種増、１種減）と新規選定３種で 11 種増、準絶滅危惧はカテゴリー変更（６

種減）と新規選定４種で２種減、地域個体群はカテゴリー変更（４種減）と新規選

定４種で増減なしであった。この結果、全体ではカテゴリー変更が 11 種、分類の

見直しによる統合により１種削除、新規選定が 12 種で、22 種から 33 種に増加し

た。 
   大型水生甲殻類では、絶滅危惧Ⅱ類は新規選定３種で３種増、準絶滅危惧は新規

選定３種で３種増であった。全体では、新規選定が６種となり、２種から８種に増

加した。 

 

（３）カテゴリー変更の内容 

   ランク（危急度）が上がったものは、淡水魚類では、ニホンイトヨ（絶滅危惧Ⅱ

類から絶滅危惧Ⅰ類）、クロヨシノボリ（地域個体群から絶滅危惧Ⅰ類）、カワヤツ

メ、ニホンウナギ、ウケクチウグイ、シナイモツゴ、カジカ中卵型、シロウオ（準

絶滅危惧から絶滅危惧Ⅱ類）、エゾウグイ、カンキョウカジカ、ビリンゴ（地域個

体群から絶滅危惧Ⅱ類）の 11 種である。 
   大型水生甲殻類では、カテゴリーの変更はなかった。 

 

（４）新たに掲載された新規選定種 

   魚類の新規選定種は、ジュズカケハゼ鳥海山周辺固有種（絶滅危惧Ⅰ類）、キタ

ノアカヒレタビラ、ジュウサンウグイ、ジュズカケハゼ広域分布種（絶滅危惧Ⅱ類）、

ヤリタナゴ、ニッコウイワナ、サクラマス（ヤマメ）、カジカ大卵型（準絶滅危惧）、

イドミミズハゼ、ゴクラクハゼ、ウロハゼ、アベハゼ（地域個体群）の 12 種であ

る。 
   大型水生甲殻類では、アリアケモドキ、ミゾレヌマエビ、ヌカエビ（絶滅危惧Ⅱ

類）、スジエビ、アカテガニ、クロベンケイガニ（準絶滅危惧）の６種が新たに選

定された。 

 
（５）選定等の理由 
   減少原因の中で、農薬使用や水質汚濁の影響を受けたとみられる淡水魚類、大型

水生甲殻類はみられなかった。毒性の高い農薬使用が減少し、水質汚濁は局所的に

みられるものの、総じて水質が大幅に改善されてきている結果であると考えられる。 
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   一方、移動障害や生息環境の改変を引き起こす河川の改変の影響は、引き続き魚

類や大型水生甲殻類の生息を脅かしており、ほとんどの種に影響を及ぼしていた。 
   今回の検討作業の結果、最も注目される減少原因は、在来種の生存を脅かす外来

種の増加と、前回選定時には問題にならなかったカワウの急増である。 
 
 ア 淡水魚類  

   現在、新潟県内で確認されている純淡水魚・回遊魚計 101 種のうち、45 種が国

内・国外由来の外来種である。この中には、在来の生態系に甚大な影響を及ぼす侵

略的外来種が複数種含まれている。 
   オオクチバス（ブラックバス）、ブルーギルなどの北アメリカ原産のサンフィッ

シュ科魚類は、シナイモツゴやキタノメダカ、ヤリタナゴやキタノアカヒレタビラ

などのタナゴ類、ジュズカケハゼ類などのハゼ科魚類、エビ類などを捕食し、大き

な被害を及ぼしつつある。 
   さらに、1990 年代の終わりごろに新潟県内に移入したコクチバスは、意図的な

放流に加え、信濃川や阿賀野川を通じた上流隣県からの流下や、河川内の移動によ

り、生息域を急速に拡大している。同属のオオクチバスに比べて河川を通じた移動

能力が高く、低水温にも強いため、イワナ、ヤマメなどの冷水性魚類や、ジュウサ

ンウグイやウケクチウグイ、エゾウグイなどの遊泳魚や遡上アユなどに被害を及ぼ

していると考えられる。 
   アジア大陸原産のタイリクバラタナゴは、キタノアカヒレタビラやヤリタナゴと

餌や産卵母貝をめぐって競合し、その減少原因の一つとみられる。 
   信濃川上流の千曲川では、北アメリカ原産のブラウントラウトが増加している。

十日町市内の信濃川支川ではその幼魚が確認され、新潟県内でも定着が始まった可

能性がある。長野県の千曲川水系では、カワマス（ブルックトラウト）も定着し、

在来イワナとの交雑も確認されていることから、新潟県内でも注視していく必要が

ある。 
   国内外来種の影響も、無視できないものになっている。現在、佐渡を含む全県に

広く分布するモツゴは、近縁のシナイモツゴと競合関係にあるだけでなく、交雑に

よる置き換わりによって、シナイモツゴの消滅原因の一つになっている。 
   メダカ属魚類は北海道を除く日本各地に生息するが、分類学的な研究の進展によ

り、新潟県内に生息する個体はキタノメダカとされた。一方、酒泉らの調査によっ

て、別種のミナミメダカが県内の２ヶ所の水域に生息することが明らかになってい

る。さらに、ペットショップ等で購入した県外産のメダカが放され、遺伝的な攪乱

が引き起こされる危険性が指摘されている。 
   有用魚種の移植放流に伴って、県内の水域に入り込んだと思われる魚種もある。

本県北部の河川で太平洋側に分布する回遊性のカジカ小卵型が相次いで見つかっ

ているが、今後、カジカ中卵型やカジカ大卵型と置き換わることも懸念されている。 
   近年、西日本原産のタナゴの一種、カネヒラが平野部で増加している。富山県西

部にまで分布が知られる西日本原産のドンコが柏崎・刈羽地域で発見され、注目さ

れた。今回、遺伝子解析等を行った結果、人為的な移入であることが明らかになっ

た。 
   カワウはここ 10 年ほどの間に急増し、各地でコロニーが見られるようになり、

放流魚や養殖魚への捕食被害が社会問題ともなっている。同時に、河川や湖沼の在



- 8 - 
 

来魚種に対しても高い捕食圧を及ぼしており、かつて豊富に見られたウグイやオイ

カワも激減しているといわれる。ジュウサンウグイやウケクチウグイ、エゾウグイ、

イワナ、ヤマメなどの遊泳魚が大きな被害を受けているものと思われる。 
 
 イ 大型水生甲殻類 

   甲殻類についても、本来生息しなかった外来エビ類が、県内で生息域を広げてい

ることが明らかになった。2006 年には、信濃川下流でカワリヌマエビ属の定着が

確認されているが、現在では越後平野の広範囲に広がり、在来のヌカエビやミゾレ

ヌマエビと置き換わっているものとみられる。カワリヌマエビ属には、西日本原産

のミナミヌマエビも含まれるが、現在日本各地で広がっているのは、複数の外来種

及びその交雑個体とみられる。 
 
 ウ 分類体系の変更に伴う種の扱い 

   今回の選定種の中には、選定対象の基準となる分類体系自体が変わったものも少

なくない。ニホンイトヨや、キタノメダカが新種として記載され、ジュウサンウグ

イや、キタノアカヒレタビラがこれまで１種とされていたものから独立亜種として

記載された。また、ジュズカケハゼと同定されてきたハゼ類には、ジュズカケハゼ

鳥海山周辺固有種など、独立した複数の分類群が内包していると現在考えられてい

る。 
   一方、トミヨ属やヌマエビ属では、種又は亜種が統合されるなど、大きな見直し

が行われたことも特筆される。 
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 淡水魚類・大型水生甲殻類レッドリスト（2015）掲載種数 

 

淡水魚類レッドリスト掲載種数 新旧対照表 

新リスト（2015）             

のランク 

旧リスト（2001）のランク 

新規選定 
新リスト（2015） 

の種数 
絶   滅 野生絶滅 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 地域個体群 

（E X） （E W） （E N） （V U） （N T） （L P） 

絶   滅 （EX） １       １ 

野生絶滅 （EW）  
 

     ０ 

絶滅危惧Ⅰ類 （EN）   １ １  １ １ ４ 

絶滅危惧Ⅱ類 （VU）    １ ６ ３ ３ １３ 

準絶滅危惧 （NT）    
 

５ 
 

４ ９ 

地域個体群 （LP）      ２ ４ ６ 

   同一種に統合   １     １ 

旧リスト（2001）の種数 １ ０ ２ ２ １１ ６    

合計 ２２ １２ ３３ 

 
大型水生甲殻類レッドリスト掲載種数 新旧対照表 

新リスト（2015）             

のランク 

旧リスト（2001）のランク 

新規選定 
新リスト（2015） 

の種数 
絶   滅 野生絶滅 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 地域個体群 

（E X） （E W） （E N） （V U） （N T） （L P） 

絶   滅 （EX） 
 

      ０ 

野生絶滅 （EW）  
 

     ０ 

絶滅危惧Ⅰ類 （EN）   
  

 
 

 ０ 

絶滅危惧Ⅱ類 （VU）    
   

３ ３ 

準絶滅危惧 （NT）    
 

２ 
 

３ ５ 

地域個体群 （LP）      
 

 ０ 

旧リスト（2001）の種数 ０ ０ ０ ０ ２ ０    

合計 ２ ６ ８ 

（備考）横の列が新レッドリストのランクを、縦の列が旧レッドリストのランクを示す。網掛けした
部分は前回と今回のランクが変化しなかった種を示す。網掛けした枠より上に記された数は、
ランクが上がった種数、下に記された数は、ランクが下がった種数を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分類群 

新潟県カテゴリー 

掲載種合計 絶   滅 野生絶滅 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 地域個体群 

（E X） （E W） （E N） （V U） （N T） （L P） 

淡水魚類 １ ０ ４ １３ ９ ６ ３３ 

 大型水生甲殻類 ０ ０ ０ ３ ５ ０ ８ 
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２ 選定種一覧（レッドリスト） ＜別掲＞ 

 選定種について、下記のとおり一覧表（レッドリスト）を作成した。 

（１）【淡水魚類】新潟県第２次レッドリスト（2015）＜カテゴリー順・分類順＞ 

（２）【大型水生甲殻類】新潟県第２次レッドリスト（2015）＜カテゴリー順・分類順＞ 

（３）【淡水魚類】新潟県第２次レッドリスト（2015）新旧対照表＜五十音順＞ 

（４）【大型水生甲殻類】新潟県第２次レッドリスト（2015）新旧対照表＜五十音順＞ 

 
３ 選定種の解説 ＜別掲＞ 

 今回の見直しで、新たにレッドリストに選定した種について解説した。 
（１）淡水魚類 
（２）大型水生甲殻類 
 
 

（凡例）選定種一覧（レッドリスト）及び選定種の解説の項目と内容 

 

【配列順】【分類群名】【和名】【学名】 

レッドデータブックにいがた（2001）を踏襲し、淡水魚類については、中坊徹次 

 （編）日本産魚類検索 全種の同定 第三版に基づいたが、一部の学名については、 

 環境省第４次レッドリスト（2013）及び、最新の論文報告によった。 

  また、大型水生甲殻類については、三宅貞祥著 原色日本大型甲殻類図鑑（1982） 

 に基づいたが、一部については、日本ベントス学会編 干潟の絶滅危惧動物図鑑 海 

 岸ベントスのレッドデータブックによった。 

【新潟県カテゴリー】 

絶滅（EX）、野生絶滅（EW）、絶滅危惧 I 類（EN）、絶滅危惧Ⅱ類（VU）、 

準絶滅危惧（NT）、地域個体群（LP）のいずれかのカテゴリーを記載した。 

【環境省カテゴリー】 

環境省第４次レッドリスト（2013）のカテゴリーを記載した。 

【選定理由】 

選定理由表（別掲）の選定理由項目を記載した。 

【形態と近似種】 

形態の特徴と近似種との区別点等を記載した。 

【分布の状況】 

主に国内、県内の分布及び生息環境について記載した。 

【生息を脅かしている原因】 

報告されている、あるいは推定される絶滅や減少等の原因について、今後予測 

される脅威を含めて記載した。 

【特記事項】 

学術上の意義、保護対策等、上記以外で特に記すべき事項について記載した。 

また、捕獲や採取、損傷の禁止及び生息地の保存に関する法令の指定について記  

載した。 
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 ＜法令の指定＞ 

指定の名称 根拠法令等 

国内希少野生動植物種 

特定国内希少野生動植物種 

特別天然記念物 

天然記念物（国） 

天然記念物（県） 

天然記念物（市町村名） 

絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 

     〃 

文化財保護法 

   〃 

新潟県文化財保護条例 

市町村文化財保護条例 

 

【分布図】 

 分布図は、新潟県内における大まかな分布状況を視覚的に把握できるよう、県 

内を市町村合併以前の旧郡を基本に 16 分割し、模式化した。 

16 分割した各ブロックの名称と所属する現（旧）市町村は次表のとおりである。 

分布図には、現在の生息地のほか消滅した生息地も含めて示した。 

 

区分 ブロック名 所属する現（旧）市町村 

下越 

岩 船 村上市、関川村、粟島浦村 

北 蒲 新潟市（旧豊栄市）、新発田市、阿賀野市、胎内市、聖籠町 

西蒲・新潟 
新潟市（旧新潟市、旧岩室村、旧巻町、旧西川町、旧味方村、

旧潟東村、旧月潟村、旧中之口村）、燕市、弥彦村 

中 蒲 原 
新潟市（旧新津市、旧白根市、旧小須戸町、旧横越町、旧亀田

町）、五泉市 

東 蒲 原 阿賀町 

中越 

南 蒲 原 長岡市（旧中之島町）、三条市、加茂市、見附市、田上町 

三 島 
長岡市（旧越路町、旧三島町、旧与板町、旧和島村、旧寺泊町）、

出雲崎町 

刈 羽 長岡市（旧小国町）、柏崎市、刈羽村 

古志・長岡 長岡市（旧長岡市、旧栃尾市、旧山古志村） 

北 魚 長岡市（旧川口町）、小千谷市、魚沼市 

中 魚 十日町市（旧十日町市、旧川西町、旧中里村）、津南町 

南 魚 南魚沼市、湯沢町 

上越 

中 頸 
妙高市、上越市（旧上越市、旧柿崎町、旧大潟町、旧頸城村、

旧吉川町、旧中郷村、旧板倉町、旧清里村、旧三和村） 

東 頸 
上越市（旧安塚町、旧浦川原村、旧大島村、旧牧村）、十日町

市（旧松代町、旧松之山町） 

西 頸 糸魚川市、上越市（旧名立町） 

佐渡 佐 渡 佐渡市 

 


